
 

 

 

 

 

                                        校長 市川 博康 

１ 電話対応時間の変更について 

  昨年度より校外委員さんを中心に保護者の皆様には、登校時刻（８時から８時１５分登校）を遅く 

していただいたり、励ましのお言葉をいただいたりと、本校の教職員の働き方に対してお気遣いいた 

だき、誠にありがとうございます。 

  さて、国や県、狭山市による「学校における働き方改革」の推進を受け、本年度も教職員の業務 

改善を進めて参ります。その働き方改革の一環として、以下のとおり電話対応時間を変更させてい 

ただきます。 

教職員が心身にゆとりをもって、授業をし、笑顔で子供たちと話をすると、子供たちにとて 

も良い影響を与えます。先生の元気を子供たちの元気につなげ、子供たちの笑顔のための改革 

を教職員の働き方改革の一部と考えております。 

今後とも保護者・地域の皆様にはご理解・ご協力をどうぞよろしくお願いいたします。 

 なお正式な文書は、来週中にスクリレで送信いたします。 

 

【電話対応時間】 

★授業のある平日（月～金） 午前７時４５分から午後５時３０分まで 

【変更開始日】 

令和 7年６月１６日（月）より 

 

２ ミニバス大会激励会【６月３日（火）13:05～13:20体育館】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 令和７年６月７日 

狭山市立山王小学校 

学校だより №１０ 男子２１１名 女子２０２名 計４１３名 

山王小だより 
創立５０周年 

５年生が中心となり、６年生のミニバス大会（6/6）に向けて、激励会が以下のとおり行われました。 

１ 応援のことば（５年生代表）  

２ ６年生のデモンストレーション ・ジャンプシュート ・レイアップシュート ・ゲーム 

３ 応援コール 

４ お礼の言葉（６年生代表） 

 

 

 



３ 授業風景（算数） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 算数ノートの使い方 

 ★山王小では、算数ノートのかき方を学校で統一することで、進級後も効率よく同じ指導ができるよ 

うにしています。また、ノートを構造化すると、頭の中を整理できたり、問題を解く際に前日のノ

ートを振り返ったりするなどのメリットがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３年生の授業（算数：４桁のたし算・ひき算） 

自分で問題を考え、用紙に書きました。書いた用紙

を黒板に掲示し、その問題をたくさん解いていまし

た。答えが合っているか、出題者に確認するなど、子

供たちの活動が多い授業です。 

 

 

 

１年生の授業（算数：なんばんめ） 

 つまづきやすい内容です。「前から３番目の人を○

で囲みましょう」この学習は、この後、ひき算の文

章問題で出てきます。「子供が１０人います。さくら

さんは、後ろから３番目にいます。さくらさんの前

に何人いるでしょう。」 

日頃の生活の中で、「○番目の○○を取って！」な

ど、算数の感覚を養うといいですね。 

 

 

 

５年生の授業 

（算数：面積・体積） 

黒板と電子黒板を併用し

て授業を進めています。 

電子黒板は、タブレット

のように直接書くことが

でき、保存もできます。 

また、拡大ができたり、

動画を再生できたりしま

す。今月中旬には、４年

生に導入予定で、４年生

から６年生まで導入する

こととなります。 

 

 

 

 

＊日付、ページは 1マス目に書きます。 １マス目に縦に線を引きます。 

① 問題は黒えんぴつで囲みます。 

② 課題は青えんぴつで囲みます。（～のしかたを考えよう。～を比べよう。等） 

③ まとめは赤えんぴつで囲みます。 

課題に対するまとめの言葉を学年に応じて書けるようにしていく。キーワードを（  ）にする、

文頭や文末だけそろえるなど。 

 ＜分数の書き方＞分母と分子で 1マスずつ使います。 

         問題文の中では、１マスに分母と分子の両方を少し大きめに書きます。 
 

線は、休み時間や家で引いておきます。 

 

①  

③  ②  

○ふ…高学年は振り返りを文章で書く。 

  低・中学年、時間がないときは、 

◎・○・△等で学習を振り返る。 


